
災間を
生きる
都　市

復興デザイン会議 第４回全国大会

2022 年 11 月 2 6 日（土）
　　　　　・2 7 日（日）

会場：東京大学・オンライン
  　　 （ハイブリッド開催）
主催：復興デザイン会議
共催：東京大学次世代都市国際連携研究機構

  「災間を生きる都市」というテーマで，
第4回復興デザイン会議全国大会を東京で
開催致します．
  毎年のように起こる豪雨災害，過去に起
こった震災からの復興が進む中で近い将来
起こりうる巨大地震に対する備えをすすめ
る必要性など，繰り返し起こる災害と災害
の間に都市は存在していると言えるのでは
ないでしょうか．
　 人々の価値観も多様化する現代において
，こうした災間において空間は，都市は，
そして我々は何をできるのでしょうか？　
本会議を通じて皆様と議論できればと思い
ます．



11 月 26 日（土）

11 月 25 日（金）　復興デザインスタディツアー

11月27日（日）
プログラム

U-30 復興デザインコンペ 公開審査会/最終審査会
9:10-14:15

若手・学生による復興デザイン研究発表
8:30-10:309:00-9:10

横張 真（東京大学）　　　篠沢 健太（工学院大学）
西野 淑美（東洋大学）

金子 凌（東京大学）　　　坂下 航徳（東京大学）
杉山 和則（龍谷大学）　　土田 亮（京都大学）

コーディネート：小谷 仁務・本田 利器
コーディネート：安藤 宏恵・浦田 淳司

コーディネート：益子 智之

コーディネート：福田 大輔

コーディネート：渡邉 萌・小林 里瑳

コーディネート：中尾 俊介

閉会挨拶　來山 尚義（復建調査設計株式会社）

神田川ルート：
両国橋 ~ 防火守護地の碑 ~ 旧岩崎邸庭園他
隅田川ルート：
蔵前橋 ~ 隅田公園 ~ 浅草公園 ~ 同潤会上野アパート跡他

集合：横網町公園復興記念館（共通・墨田区）

解散：東京大学本郷キャンパス（ディスカッションを予定）

予定ルート（変更の場合あり・いずれかに参加） 予定ルート（変更の場合あり）

敬称略　※変更の場合があります。

笹川 みちる（東京財団政策研究所）
中村 晋一郎（名古屋大学）　　武田 史朗（千葉大学）

前川 美湖（笹川平和財団）
佐藤 美央（国際移住機関）
Mohammad Moinuddin（大阪大学）

全国大会への参加申し込みは下記のGoogle Formからお願いします。
フォーム内で、お名前・ご所属・メールアドレス・オンライン参加／現地参加の希望等をご回答ください。

全国大会参加申し込み

全国大会についてお問合せありましたら  https://onl.tw/X9QNjwz  からご連絡ください。
http://dss.bin.t.u-tokyo.ac.jp/symposium/symposium_2022/

12:20-14:20

14:35-16:00

17:20-17:30

全国高校生復興デザインコンペ 2022

※英語（一部、日本語での解説）

流域圏で生きる

15:35-17:00
国際化と移民・難民

コーディネート：小野 悠・萩原 拓也

17:15-19:00
復興研究論文賞 / 復興政策・計画・設計賞　表彰式

閉会

14:20-15:20
基調講演：超多様化時代と「排除を生まない都市」

森 千香子（同志社大学 社会学部）

審査委員長：内藤 廣
副委員長：宮城 俊作
審査委員：乾 久美子　髙橋 一平   栃澤 麻利
　　　　　星野 裕司   羽藤 英二

全国大会の開催にあわせ、復興デザインスタディツアーを実施します。
詳しいルート情報・参加申し込みは、http://dss.bin.t.u-tokyo.ac.jp/tour_2022 を御覧ください。（応募締め切り2022 年 11 月14 日（月）昼頃）

審査委員：羽藤 英二他

10:40-12:05
復旧・復興は誰のためか？

【お問合せ】

本シンポジウムは、土木学会継続教育（CPD）プログラムに認定されています。
（11/26 6.5 単位 ( 認定番号JSCE22-1335)，11/27 7.9 単位 ( 認定番号JSCE22-1336)）

【CPD 制度】
参加申し込みフォーム https://forms.gle/FauKSitCxeWv81GD7

【参加申込】

【大 会 HP】

祝辞　小川 紀一朗（アジア航測株式会社）

16:15-17:15
全体討議

開会

開会挨拶　大会実行委員長 目黒 公郎（東京大学）
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A 関東大震災の遺構を巡る復興ツアー

荒川知水資料館（赤羽駅集合）
岩淵水門
旧岩渕水門
岩渕リバーステーション
新田地区高規格堤防
荒川第一調節池　ほか

旧岩渕水門

1
2
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4
5
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B. 荒川流域治水ツアー
関東大震災の災害遺構等を巡り、
語り継がれた震災の話を聞くこと
で、災害から学び、記憶を継承し、
事前復興の必要性や事前に準備
すべきことのヒントを得る。
定員：各ルート 8 名程度

近年多発する豪雨災害に対して、
流域治水の取り組みが始まってい
ます。荒川の下流域を題材に流域
治水の現在を学びます。知花武佳
氏（東京大学）が同行し解説予定。
定員：15 名程度

表彰式終了後、受賞記念撮影を予定

広域的災害からの長期的復興における、復興の主体を考える。

「地域のよりよい理解」を下敷にした「災害復興への備え」を推
進すべく、地元の中高校生からアイディアを募集し、地域での実
践活動へ接続していくことを目指す。

これからの持続可能な流域治水の実現のために、今どのようなこ
とが求められているのか、現状の課題と今後の展望を見据えて議
論する。

文化的・宗教的な相違から脆弱な立場におかれうる人たち—移民・
難民—に目を向け、発災後の国内外の移民・難民に関する課題
や支援、復興の事例を共有する。




